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種子島の使用について（１／２）
鹿児島県

【期 間】令和８年３月１日（日）～３月４日（水）（左記期間の前後１０日間程度をもって、準備・撤収を実施）
【参加予定部隊】自衛隊：陸上自衛隊 約５００名（水陸機動団、第１ヘリ団、第８師団、西方航空隊、ＡＡＶ×１０両程度、偵察用ボー

ト×３０艇程度、ＡＨ－６４Ｄ×４機程度、ＯＨ－１×１機程度、ＣＨ－４７×４機程度、Ｖ－２
２×３機程度、スキャンイーグル２×１機）

海上自衛隊 約４００名（護衛艦×１隻、輸送艦×１隻、ＬＣＡＣ×２艇程度 等）
米 軍：米海兵隊 約７００名（偵察用ボート×３０艇程度 、ＭＶ－２２×４機程度、ＣＨ－５３×４機程度、ＡＨ－

１×２機程度、ＵＨ－１×２機程度 等）
米海軍 約２００名（揚陸艦×３隻程度、ＬＣＡＣ×２艇程度 等）

※ 事前訓練として、着陸地域の安全を確認するため、Ｖ－２２及びＣＨ－４７が飛行予定
※ 人数・機数は、現時点で計画されているもの

種子島及びその周辺海域において、日米共同の着上陸予行及び陸上戦闘訓練を実施します。

なお、天候等の状況により、種子島での訓練を中止する場合があります。

使用イメージ使用予定場所

航空機による降着

AAVの航行偵察用ボートの航行

ＬＣＡＣの航行

中種子中央運動公園
（日米航空機による降着）

（日米部隊による陸上戦闘）

予備：中山海岸
（日米偵察用ボート・

AAV・LCACの上陸）

前之浜海浜公園
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（日米部隊による陸上戦闘）
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AAV・LCACの上陸）
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〇着上陸訓練時、情報部
隊によるスキャンイーグ
ル２の飛行訓練（上陸部
隊に対する情報収集等）
を実施します。
〇主は前之浜への上陸を
計画していますが、当時
の気象・海象状況に応じ、
予備地として中山海岸に
上陸します。

【凡 例】
：訓練予使用地域

Ｖ－２２

恵美之江展望公園
（スキャンイーグル２の離着陸）

スキャンイーグル２
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種子島の使用について（２／２）
鹿児島県

補足事項等
○ 訓練を支援する管理要員（日：３０名

程度、米：確認中）が期間の前後１０日
間程度をもって、準備・撤収を実施しま
す。（陸自管理要員は、中央体育館に宿
泊させていただきます。）

〇 本訓練間、弾薬の装填及び空包の使用
予定はありません。

〇 訓練間、中山海岸・中種子中央運動公
園・前之浜海浜公園のトイレを日米の隊
員が利用させていただきます。

〇 訓練は夜間まで及ぶ可能性があります。

〇 飛行に際しては、可能な限り住宅地の
上空を避けて飛行します。

訓練イメージ（中山海岸・中種子中央運動公園）

訓練イメージ（前之浜・前之浜海浜公園）

【中山海岸】
○ 中山海岸に日米の偵察用ボー

ト・AAV・LCACが上陸します。
〇 上陸した日米の隊員は、軽火

器（ゴム製）を携行し、海岸部
分及び海岸西側の山林部に展開
します。

【中種子中央運動公園】
〇 中種子中央運動公園グラウンド

に日米航空機（CH-47等）が降着
します。（機数は調整中）

〇 航空機の降着後、軽火器を携行
した陸自隊員×５０名程度及び米
海兵隊隊員×５０名程度が、航空
機から降機し、同地で地域を確保
する行動を訓練します。

日米偵察用ボート・
AAV・LCACの上陸

陸上戦闘
（地域の確保）

日米航空機の降着
陸上戦闘（地域の確保）

運営のための
テント設営・

駐車場

【凡 例】
：訓練予定場所
：管理要員の宿泊場所
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前之浜海浜公園

偵察用ボート
AAV

LCAC

ＣＨ－４７等
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日米偵察用ボート・
AAV・LCACの上陸

陸上戦闘
（地域の確保）

日米航空機の降着
陸上戦闘（地域の確保）

駐車場・運営のための
テント設営 【前之浜】

○ 前之浜に日米の偵察用ボート・
AAV・LCACが上陸します。

〇 上陸した日米の隊員は、軽火器（ゴ
ム製）を携行し、海岸部分及び海岸北
西側の山林部に展開します。

【前之浜海浜公園】
〇 前之浜海浜公園の広場に日米航空機

（日：CH-47、V-22 米：MV-
22 ）が１機ずつ【P】降着します。

〇 航空機の降着後、軽火器を携行した
陸自隊員×５０名程度及び米海兵隊隊
員×５０名程度が、航空機から降機し、
同地で地域を確保する行動を訓練しま
す。

Ｖ－２２

恵美之江展望公園


